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八幡遺跡調査概要
調査要項                          ｀

遺跡名  八 幡 (はちまん)遺 跡

所在地  北 上市北鬼柳 22地割 51番 1、 51番 2

調査期間 平 成 25年 4月 10日～ 6月 末

調査目的 日 高見中央クリニック増築工事

調査担当 北 上市立埋蔵文化財センター

調査面積 2,400ぱ

1 遺 跡の位置と概要

八幡遺跡は奈良～平安時代の遺跡です。奥羽山脈から東に流れ北上川と合流する和賀川の北岸に

あり、低位段丘である金ヶ崎 口段丘上及び、その南側緑辺部の氾濫原に位置 しています。同じ段丘

上には奈良～平安時代の高橋遺跡 ・鳥海柳遺跡があります。古墳～奈良時代の江釣子古墳群人幡支

群が隣接 し、人幡遺跡はそれに関係する遣跡 と考えられます。

2 過 去の調査

1983年度に行つた調査では、2つ の上器を横にして日の部分を合わせて埋めた合口窮が出土し、

これは今回の調査でも見つかつています。2004年 度の調査では遺構は検出されませんでしたが、

縄文時代 奈 良～平安時代の遺物を含む土層を確認 しました。2003 07年 度の調査では 7世 紀後

半から9世 紀にかけての村め跡が見つかりました。また、2006年 度の調査では、特定の階層の所

有物であつたとみられる緑約陶器が出上 しています。
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八幡遺跡とその前後の時代 ※色の濃し培[分が,幡追跡の時代です

馬が描かれた古代の土器
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江釣子古康群  (7～ 8世 紀/600～700年代) 確技欄自1螺京と'8事と'安京い遣|を呻■|
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海道蝦済による桃生城遭撃

(東北の 38年 戦争開始)

寮用に堪える馬は牝牡を問わず陸奥

日外に出すことを禁止 『三代格』

5月 陸奥日大地震。多賀城被害

金 晴 馬が北央て変易されている『菅家後集ど秋馬の変易を禁止 『類衆二代格』

十和国火山噴火 『扶桑略記』

lk上国村麻呂征東大lf軍任命 前九年合戦  「正任 (黒沢尻五郎)J

藤原清衡誕生 (1056 天ヨ 4)

胆沢城造営 『日本紀略』。アテル
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遣跡名 表現方法 出上場所 年代

青森市野尻 線刻 は文と抑 上 坑 10世紀中来

弘前市笹森氏値 線刻 (鰤静D 帥 地 PltM88

庵角市中花輪 線刻 仕犠鋤

鹿島市厨台 力Rシ則は11博母痢 住居跡カマド

前結市柳久保 基 回

前‖三椰町15rtt 線 刻

高岡市下佐野 基画 (上師親 ) 注状遣構 8世紀半ば

北上市人幡 線刻 (1師跡 ) 住居内上坑 1」隊ヽ n堂幅
刻01年lt潤在lX 2013年 度調査区 2 0 1 t年度潤在区



調 査結 果

遺構 堅穴住居跡 (SI):18棟

土坑 (SK)t3基

その他 (SX):上師器焼成遺構1基

焼上1基

遺物 土師器 (弥・甕)

須恵器 (甕)

土製品 (紡錘車)

砥石

鉄製品 (紡錘車)

4ま とめ

・9世紀後半～10世紀初頭を中心とした村の跡

・上師器焼成遺構がみつかつた

。合日甕がみつかつた

・馬の絵が刻まれた土師器好がみつかつた

SK167

孝じけいの土器
(合回理)

Sl150

用の能がある土器
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古代の家の復元図

鬼頭清明『古代の村』 1985年

岩波書店 より転載

土器を続いた播
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